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避難者の居住の安定確保

放射性物質に汚染された下水汚泥の適切な処理処分

帰還・復興を支援する道路整備

避津波被災地の復興まちづくり

公共土木施設等の復旧

【11月までの実績・成果（Ｄ）】
･第1期500戸分のうち430戸工事着手
・第2期1000戸のうち793戸分用地調整
・設計施工一括選定で２地区（北信、笹谷）

の設計委託契約締結(11/5)
・UR都市機構との協定締結調整(11/12)

【今後の取り組み(Ｃ・Ａ）】
○部内連携体制強化（建築、都市総室）

・業務分担整理
・アウトソーシング推進
・調査、設計等の着手

○UR都市機構への建設要請
・11月26日に協定締結予定
・早期に用地、計画を確定
・建設要請

○木造住宅団地の整備手法の検討
・今後制度構築

【11月までの実績・成果（Ｄ）】
・被災箇所2,638件

→着工2,166件(82%)、完了1,575件(60%)
・夏井地区海岸(ｶﾞﾚｷ有効利用CSG工法)

10月末完了
・国道252号二本木橋完了(11/2)
・11月臨時議会 工事契約（災害復旧等）39件

【11月までの実績・成果（Ｄ）】
・防災緑地事業

全10地区で事業着手、3地区で工事着手
・防災集団移転促進事業（市･町）

10地区の造成工事完了、宅地の引渡開始
・土地区画整理事業（市・町）

いわき市の６地区で工事着手

【11月までの実績・成果（Ｄ）】
・国道114号小綱木BP1工区供用(4/24)
・国道288号 三春西BP供用(5/23)
・国代行予定３路線 県公共事業評価

委員会で県方針を了承(8/8)
調査測量設計推進と地域の合意形成

・県道原町川俣線水境工区供用予定
(11/29予定)

【11月までの実績・成果（Ｄ）】
◇県北浄化センター

・乾燥施設建設の条件であった
「乾燥汚泥の搬出先」を確保

◇県中浄化センター
・保管汚泥は、９月から環境省

事業により、焼却処理を開始

【今後の取り組み(Ｃ・Ａ）】
○防災緑地事業：
・新たに６地区で工事着手
・残り1地区H26に工事着手予定

○防災集団移転促進事業：
・新たに２１地区の造成工事が

完了
・新築住宅への入居も開始予定
○土地区画整理事業：

残り１地区(新地町）工事着手

【今後の取り組み(Ｃ・Ａ）】
○「ふくしま復興再生道路８路線」整備

・目標：概ね10年で概成を図る
(H30年代前半)

・対応：各工区の一日も早い完成を
目指し、綿密な工程管理を実施

○「国代行要請予定３路線３工区」
・目標：H26年度後半国代行事業採択
・対応：代行採択に向け、国との調整

を推進 （必要性整理、手続整理、
環境整備、採択時期、財源確保）

【今後の取り組み(Ｃ・Ａ）】
◇県北浄化センター

・乾燥施設建設に向け、環境省、町、
地元と調整を行う。

◇県中浄化センター
・焼却処理施設（環境省事業、平成２５

年度末終了予定）の継続運転を
環境省、及び関係機関と調整

【今後の取り組み(Ｃ・Ａ）】
○課題解決に向けた取組みの

継続
・入札不調対策
・施行体制の確保
・マンパワー不足対策

（浜通り復興加速化チーム等）

○計画的な事業執行
・大規模工事の計画的発注

箇所 いわき市 南相馬市 郡山市 福島市 会津若松市 合計

戸数
概ね

1,800戸
概ね

410戸
概ね

390戸
概ね

170戸
概ね

100戸

概ね

3,700戸

二本松市・桑折町・川俣町・
大玉村・三春町　他

概ね

830戸

県道原町川俣線水境工区国道２８８号 三春西ＢＰ至 郡山市

至 田村市

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 計

完成予定
工区数

2 5 1 1 3 2 1 3 11 8路線
29工区

（予算状況等により今後変動もある）

いわき市豊間地区復興イメージ

県中浄化
センター

焼却施設
・焼却方式
流動床焼却炉

・焼却能力
90t/日

木崎海岸（相馬郡新地町）

【復興公営住宅：3700戸 H27整備（P）】
○H25 県営分の目標

・第1期 500戸 →工事着手
・第2期1000戸 →用地確保・設計
・第3期1700戸 →用地確保

【早期復旧（Ｐ）】
○地震被害施設等：H25完成目標
○津波被害施設：H27完成目標

【防災緑地等：H27完了目標（Ｐ） 】
○防災緑地整備事業

（新地町、相馬市、広野町、いわき市10地区）

【ふくしま道づくりプラン(復興計画対応
版)(3/18策定) に基づく事業推進（Ｐ）】

【下水汚泥の速やかな処理処分（Ｐ）】

第一次福島県復興公営住宅整備計画

Ｈ２５ 土木部重点施策の成果と今後の取組
資料２


